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　四国大学では、平成26年度から実施している「教育改革プログラム2014」において、これからの社会を
担い新しい時代を切り拓いて社会をリードする人材を育てるために、教育課程を改訂し、教育内容や教育方法
などの改革を進めています。本学が進める教育改革の中で、これからの地域社会で地域創生を担う若い世代
が身に付けることが必要なものを体系的に整理して、「四国大学地域教育プログラム」を作成しました。このプロ
グラムでは、より多くの学びの成果を得るために、大学と地域社会の関係者が協力・協働して地域の課題を
解決するための知識や技術を身に付けることも目指しています。これからの変化する時代を生き抜き、永く続く
社会の担い手となることを、学生に期待しています。

全学共通科目

自由科目 
地域教育に
関する
教育課程

（大学・短期大学部共通） 自由科目の中に、地域教育関連科目
を設け、3科目を設けています。この科
目を履修すると卒業単位として認めら
れます。（看護学科を除く。）

全学共通科目の教養科目群に地域教育分野を
設定しています。これまでの5科目に加え、新た
に1科目を新設しました。

専門科目 
学科・専攻の専門科目の中で、特に
地域に関する内容を含んだ科目を地
域志向型科目とし、それぞれの学科・
専攻に2～3科目設けてあります。
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四国大学の地域教育



1年生

2年生

3年生

4年生

全学共通教育センター履修指導・支援
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地域教育プログラムの流れ

※学科によっては１年次から開講するものもあります。
  （P17～20参照）

徳島の歴史と文化

地域創生入門

学科・専攻の専門科目の中で
地域に関する内容を
含んでいる科目

四国いやしの道

災害と防災

全
学
共
通
科
目（
地
域
学
）

専
門
科
目（
地
域
志
向
型
）

地域未来探求

新設消費者市民社会

※短期大学部は1年生で開講します。



地域研究

新「あわ学」への
取り組み

地域教育・ 連携センター活動支援

この地域教育プログラムは、地域教育分野の「全学共通科目」、学生の自主的活動を基にした「自由科目」、
地域志向型の「専門科目」及び新「あわ学」への取り組みなどの「地域研究」で構成されており、
それぞれの内容がつながりをもって新しい地域教育を目指した構成となっています。
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地域貢献
活動

ボランティア
活動

地域企業等
研究活動

｢大学的
徳島ガイド｣
の刊行

｢とくしま学
データベース｣
の活用

｢あわ検定｣
の実施

地域貢献・ボランティア
活動Ⅰ

地域貢献・ボランティア
活動Ⅱ

地域企業等
研究活動

自
由
科
目 

（
地
域
教
育
関
連
科
目
）

学生の
自主的活動



地域教育に
関する
授業科目

自由科目に設定されている地域教育関連科目

自由科目として開設する「地域貢献・ボランティア活動Ⅰ」、「地域貢献・
ボランティア活動Ⅱ」や「地域企業等研究活動」の3科目は、学内での講
義や演習による授業ではなく、学生自らが在学中に学内外での社会に
対する貢献活動、ボランティア活動や自らのキャリア形成、就職活動の
準備に役立つ地域の企業等を研究する活動を行って、定められた時間
数を積み上げることによって授業科目の学修として単位を認定するもの
です。この科目は、学生の自主的な活動と一体となったものですので、
どのような活動が授業科目として評価の対象となるのか、活動時間の計算
方法、また、活動後の単位認定までの手続きなどについては、11ページ
から記載されていますのでよくご覧ください。

自由科目の詳細は履修要項をご覧ください。また、不明なことは、チューターや地域教育・連携センターの窓口でお問い合わせください。

対象となる活動を60時間(短大30時
間)分積み重ね、活動内容や結果をレ
ポートなどで提出し、チューターの評価を
受けて単位として認定されます。「活動
Ⅰ」の時間が60時間(短大30時間)を超
えると「活動Ⅱ」の時間としてカウントさ
れます。

外部の企業などで60時間(短大30時
間)の地域の企業等を研究する活動を
行い、活動内容や結果をレポートなどで
提出し、チューターの評価を受けて単位
として認定されます。
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授業科目
大学

単位の修得方法

地域貢献・
ボランティア活動Ⅰ

12地域貢献・
ボランティア活動Ⅱ

12地域企業等研究活動

短大

単位数

この科目は、学年を問わず全学生が対象となります。
また、成績評価は、本学の学業成績評価規則を適用せず「認定」として評価されます。

自
由
科
目
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自由科目に
地域教育関連科目を開設自由科目



大学と地域社会
近年、大きく変化する地域社会・経済・環境の中で、これからの時代に生きる若い世代には、大学内での授業や生活で自らを磨くだけ
でなく、地域社会において現実に生じている問題などを正しく受け止め、課題解決に向けた取り組みをすることが求められています。本学
では、これまで学生に学内での授業だけではなく、広く学外にも目を向け、地域のフィールドに参加して実態を知る機会を得て、様々な体験を
して、これからの大学での学修やキャリア形成に活かしていくことを奨めてきました。平成29年4月から、地域教育を体系的に整え、学生
が地域に関する知識や課題、またその解決法について学ぶとともに、学外でのフィールド活動にも積極的に参加していることを評価
して、地域教育に関連する授業科目の単位として認定することになりました。

これまで本学学生は学外で自主的に次のような地域貢献活動、ボランティア活動、
地域企業等研究活動（以下「活動」という。）を行っています。

地域での学生の活動

地域教育活動の取り組みについて

学部・学科・専攻単位で
行っている活動

全学として
行っている活動

その他

学部・学科・専攻単位で行っている活動1

学部・学科・専攻の学生のサークル単位で行って
いる活動

2

地域教育・連携センターがコーディネートして
行っている活動

1

学生ボランティア活動支援室がコーディネート
して行っている活動

2

キャリアセンターがコーディネートして行って
いる活動

3

学生の優れた取り組みに対する支援
（学生支援GP）を受けて行っている活動
4

全学学生のクラブ・サークル単位として行って
いる活動

5

その他学生の自主的な活動

上表に示す地域貢献活動、ボランティア活動などが、地域教育関連科目の単位認定につながりま
すので積極的に活動に参加してください。上表に示す活動の具体の取り組み事例は、センター窓口
またはQRコードから確認できますので参考にしてください。

自
由
科
目
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←
具体の
取り組みについては、
QRコードをチェック!!

※事前に必ず地域教育・連携センターの窓口でご相談ください。







自
由
科
目

13

活動時間の計算
社会貢献活動やボランティア活動は、県内のいろいろな地域からの要請や学生の自主的な取り組みとして活発に行われています。また、
これまで災害ボランティア活動として県外での活動も行われています。これらの活動の取り組みについて、それに要した時間を適切に計測
するため、活動時間や移動時間などについて次のような基準を設けています。

社会貢献活動やボランティア活動などの活動時間は、原則としてその活動を行うための集合時間から解散時間までの総時間と
します。なお、30分以上の端数は切り上げて1時間として計算します。

活動地まではいろいろな移動手段が考えられますが、その移動時間は、大学を起点として活動場所まで1時間未満の場合は
活動時間に含めないこととします。なお、1時間以上の場合は、その2分の1を活動時間に含めて計算します。活動終了後の大
学までの移動についても同様とします。

活動を行うには、まず、健康管理が大切です。このため、1回の活動時間のうち30分までの休憩時間は活動時間に含めることと
します。これまで述べた活動時間や休憩時間はあくまで原則です。屋外での重労働や炎天下での作業など、活動内容や活動
環境に応じて活動責任者が適切に判断することになります。

学生が活動して累積した活動時間は在学期間中有効に扱われ、単位認定を受けることができます。

 学外での活動は、学生の様々な体験を通して地域への貢献となり、さらには学生のキャリア形成に
大変重要です。このため、大学では学外での活動を積極的に行うことを奨めてきていますが、今回こ
れらの活動を授業科目に置き換えて単位を認定することにしました。この活動は、学外での実習科目
に相当するとみなし、単位を認定するには、1単位につき最低30時間の活動が必要ですので2単位
の科目の場合は、60時間の活動が必要となります。なお、短期大学部の科目は各1単位ですので
30時間で単位認定がされます。

移動時間について

休憩時間について

累積した活動時間の有効期間

活動時間について

Q
A
&

Q1 地域貢献活動やボランティア活動で活動時間が60時間に満たないと
授業科目の単位認定を受けることはできないのですか。
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学生の活動とチューターの役割
学生の社会貢献活動やボランティア活動により、地域教育関連科目の単位認定を受けるには、チューターが大切な役割を果たすことにな
ります。まず、学生がいろいろな活動をして、それを「SUDAchi CARD」に活動時間を記録し、時々、チューターの意見を聞くことになりま
す。このことは、チューターが、個々の学生がどのようなことに関心をもって活動しているか理解し、チューターと学生とのコミュニケーション
が深まります。

本学では、学生が地域に出かけ、地域の実態を知り、体験して課題の解決に向けて活動することは大変意義深いと考
えています。このため、これら学生の優れた取り組みを表彰する制度を設けることにしました。表彰は毎年実施し、推薦
(自薦、他薦問わず)により応募された学生の内、特に優れた活動を行った学生には学長から表彰状と副賞を授与す
ることとします。 

地域教育活動等優秀賞

SUDAchi CARD

SUDAchi = Shikoku University Dream Achievement /四国大学夢実現
全学的な推進組織の体制を整備し、地域課題の解決に向けたカリキュラムの充実を図り、特色ある“地域貢献型人材”を育成します。

 学生の社会貢献活動やボランティア活動は、大学生活の中で意義の深いものです。単位の認定申
請のためレポートなどを作成すると同時に「四国大学スタンダード自己教育力シート」に忘れずに記
入してください。「自己教育力シート」は、これからの就職活動での具体的な説明材料にもなり、エン
トリーシートや履歴書にも記入して面接時の自己アピールにも活用できます。

Q
A
&

Q2 単位の認定を受けるときに、活動内容・結果をまとめた
レポート又は報告書を作成することになっていますが、
「自己教育力シート」にも記入が必要ですか。
    

ガ

ンバ
レ～

よ
く

できました

！！

やった～！
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地域教育・連携センターの紹介
本学の地域教育・連携センターは、本学での教育・研究の成果を、地域社会に還元し、地域の活性化に役立つ取り組みをするため平
成26年10月に設置されました。センターにおける主な取り組みは、文部科学省からの補助金を得て“とくしまで学び、地域社会に貢献で
きる人材育成”をテーマとした大学COC（Center of Community）事業や、“地域課題を自らの創造力で解決するチャレンジ精神の育
成”をテーマとしたCOC+事業を展開しています。その具体的な内容は次の図のとおりです。なお、これらの事業を徳島県の西部地区、
南部地区及び勝浦地区でも展開できるようSSO（スーパーサテライトオフィス）を設置しています。  

大学と地域社会が連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会
貢献を進める「地域のための大学」を支援することで、地域コミュニ
ティの中核的存在としての大学づくりを目指すものです。

大学COC事業

COC + 事業

研究

　●新「あわ学」への取り組み
●特産品の開発・販売

●地域共同研究
他・・

地域研究を推進します

地域教育・連携活動に関する
調査・研究・情報収集・情報発信

地域貢献

●地元に貢献できる人材育成
●地域のベンチャー起業家支援

他・・

地域活性化を促進します

地域における
創業支援に関する事業

教育

●地域体験型学習の実施
●地域連携キャリア教育の実施

●地域・観光系インターンシップの充実
                 他・・

地域教育を充実します

地域貢献型人材の
育成に関する事業

地域教育・
連携センター

西部地区
スーパー

サテライトオフィス
（美馬市）

南部地区
スーパー

サテライトオフィス
（美波町）

勝浦地区
スーパー

サテライトオフィス
（勝浦町）

（SUDAchi推進室）

学生・教職員・地域住民・自治体
参加型連携活動拠点

大学COC（Center of Community）事業とは?

①活動

ビジネスサークル「とくしまサイコー塾」
起業家と交流し、考え方、生き方を学びます。

③体験

学生による「社長のかばんもち」
起業家(社長)のもとで、秘書的な業務を行い、スピード感、決断力などを学びます。

②育成

とくしま学生 ビジネスプラン道場    
ビジネスに必要なプレゼンテーションなどを学びます。

④企画

商売を実践「チャレンジショップ」
収入と支出の計算方法や事業計画の立て方を学びます。

場所の案内はP25～P26をご覧下さい

実施内容



四国大学

https://www.shikoku-u.ac.jp/

全学共通教育センター
地域教育・連携センター


